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けんせつ小町パトロール隊として、安全衛生面についてパト

ロールを行いました。

現場事務所は、3現場で共用されており、高松地区は1階の右

側に拠点を設けておられました。室内は清掃が行き届いており、

清潔に保たれていました。

現場事務所にて大型モニターを利用し工事概要を説明してもら

い、紙には記載しきれなかった現場の工夫を分かりやすく説明し

ていただきました。大型モニターは普段、WEBカメラの映像を見る

のに活用されています。

現場事務所の隣に設けておられた休憩所には、快適な空間と

なるよう空気清浄機を設置しておられました。

【工事進捗率：6.3％】

工事概要の説明

【指摘事項】

休憩所の窓が

テープの後で

汚れています

のでキレイにし

てください。

【指摘事項】

現場事務所入

口付近にポー

ルが置いてあり

ましたので躓か

ないように片付

けてください。

【指摘事項】

現場事務所にあ

るコピー機用の

コンセントが通路

側にはみ出して

いましたので躓

かないように整

理してください。

【指摘事項】

使用期限が切れ

ている消化器が

現場事務所のト

イレの前に置い

てありましたので

処分してください。

休憩所には、熱中症対策として水分・塩分や

冷却用品が置いてありました。熱中症対策の

中でも、熱中症リスク判定AIカメラ「カオカラ」を

設置しておられたことが印象的でした。

顔を解析するAIの技術を使い顔の状態から

コンディション(疲労度合い、寝不足、紅潮、発

汗など)を判定し、WBGT(暑さ指数)を組み合わ

せることで、熱中症のリスクの高さを4段階で

判定します。これにより、日々熱中症を予防し

ておられます。
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現在、全国労働衛生週間準備期間で
す。夏が過ぎ、朝夕涼しい気温にはなり
ましたが、1日を通しての寒暖差が激しく、
体調管理が難しい時期です。今後も熱中
症対策を万全に行ったうえ、体調管理に
も十分気を付けて作業なさってください。
皆様ありがとうございました。
ご安全に！！

〈現場および現場周辺の様子〉
本工事は、神戸川堤防の堤防裏法尻付近において軟弱地盤対策と

して広幅鋼矢板を施工する工事です。これにより、堤防体である築堤

盛土の土圧による地盤沈下から近隣住宅を守ることができます。

この現場は、広幅鋼矢板（25H型）L=21.5ｍ～25.5ｍ（191枚）をウォー

タージェット併用鋼矢板圧入工法により圧入します。

施工箇所が上流工区と下流工区と分かれており、当日は上流工区

の矢板圧入状況（4枚目）を見させていただきました。

現場には安全通路の単管柵や多国語で記載された注意喚起垂幕が

設置されており、作業員に対する安全施設が充実していました。また、

床掘箇所に足場板が設置されており、作業員の作業効率向上に繋が

るとても良い取組だと思いました。

【指摘事項】

現場に置いてあ

る使用されてい

ない資材は資

材置場で保管し

てください。

【指摘事項】

現場事務所にある資材

置場の明示を見えやす

い場所へ変更してくださ

い。また、現場にある資

材置場に「資材置場」の

明示をしてください。

【BIM/CIM活用工事情報掲示板】

現場近くにある公園利用者に向け

て、3次元モデル（BIM/CIM）を活用し

た工事看板が設置されていました。

看板には、工事の施工方法や進捗

情報が閲覧できるQRコードも掲載さ

れており、第三者の工事への理解向

上が図られていました。

多
国
語
垂
幕

【工事特性】

現場は高圧電線が近くにあるため、クレーン作業

を行うには厳しい現場環境ですが、クレーンには

安全装置として起伏・旋回ロック装置を搭載し、

電線にクレーンが接触しないように3Dバリア（3D

モニタリングシステム）を活用して安全に作業を

進めておられました。

【3Dバリア】

GNSSを利用し、クレーンブーム先端の位置情報

をリアルタイムで確認することができます。

進入禁止エリア（高圧電線付近）を設定し、ク

レーンブーム先端が禁止エリアに侵入した際に、

パトライトが点灯して周知するシステムです。
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安全通

足場板

60ｔ吊クレーン 起伏・旋回ロック搭載

3Dバリア活用

WBGT計測器


